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今
が

り
ん
ご
ト
レ
サ
ビ
受
付
中

◎
収
穫
前
に
ト
レ
サ
ビ
の
受
付
を
お
願
い
し
ま
す

【
期
間
】　
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

【
時
間
】　
午
前
8
時
〜
午
後
5
時
ま
で

【
場
所
】　
弘
果
第
二
卸
売
場
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
卸
売
場
の

両
ト
レ
サ
ビ
セ
ン
タ
ー

※
休
市
日
は
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
8
月
30
日

と
９
月
13
日
（
両
日
と
も
水
曜
休
市
日
）
は
、
休
ま
ず
営
業

致
し
ま
す
。

★
８
月
下
旬
か
ら
９
月
中
旬
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

①
混
雑
時
に
は
ト
レ
サ
ビ
用
紙
「
お
預
か
り
サ
ー
ビ

ス
」
が
お
勧
め
で
す

　
必
要
項
目
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、不
備
が
無
け
れ
ば
、

防
除
日
誌
・
栽
培
日
誌
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。
窓
口
で

「
預
か
り
お
願
い
し
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

②
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

も
ト
レ
サ
ビ
申
請
が
可
能
で
す

　
詳
し
く
は
、
２
０
１
７
年
り
ん
ご
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
書

類
内
の
「
り
ん
ご
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
ご
案
内
」
に
操
作

手
順
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

急募�

☆弘果弘前中央青果
電話：0172-27-5511　

  　  担当：（総務課）工藤・高杉

電話：0172-72-1211　
       担当：（総務課）木村・永澤

☆津軽りんご市場

各社ＨＰにも詳細が掲載されています

※業務内容・時間などに
ついてのお問い合わせは

津
軽
市
場

29
年
産
り
ん
ご
開
市

弘
　
果

栗 

こ

　
　
南 

瓜

　

29
年
産
り
ん
ご
の
開
市
が
８
月
３
日
、
弘
果
、
津
軽
り
ん

ご
市
場
の
両
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
上
場
さ
れ
た
極
早
生
種
は
、
６
月
の
干
ば
つ
の
影
響

で
肥
大
が
進
ま
ず
小
玉
傾
向
で
、
両
市
場
合
わ
せ
た
上
場
数

は
３
９
１
５
箱
（
前
年
比
87
．
０
％
）
と
昨
年
を
下
回
り
ま

し
た
が
、
相
場
は
概
ね
堅
調
な
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
45
分
か
ら
行
わ

れ
た
弘
果
の
開
市
に
は
買
参

人
約
１
５
０
人
、
生
産
者
約

１
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

開
市
に
あ
た
り
大
中
忠
社

長
は
「
こ
こ
３
～
４
年
、
産

地
に
於
い
て
良
い
価
格
で
取

引
さ
れ
て
い
る
の
は
、
品

質
、
食
味
の
良
い
り
ん
ご
を

作
っ
て
い
る
生
産
者
の
努
力

の
賜
物
で
す
。
全
国
の
果
実

の
産
地
で
は
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
生
産
量

が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
青

森
県
に
於
い
て
も
同
様
の
理

由
で
り
ん
ご
の
生
産
が
減
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
り
ん

ご
の
産
地
市
場
と
し
て
の
役

割
を
認
識
し
、
産
地
の
維
持

に
努
め
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
弘
果
り
ん
ご
買

参
人
共
進
会
森
山
博
幸
会
長

の
音
頭
に
よ
る
手
締
め
、
弘

果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
木
村

良
一
会
長
に
よ
る
乾
杯
が
行

わ
れ
た
後
、
競
売
に
移
り
ま

し
た
。

　

こ
の
日
に
上
場
さ
れ
た

２
６
５
６
箱
（
前
年
比
87
．

６
%
）
が
競
り
落
と
さ
れ
、

花
祝
は
高
値
２
１
６
０
０

円
～
中
値
８
１
０
０
円
～

安
値
５
４
０
０
円
、
祝
は

高
値
９
１
８
０
円
～
中

値
５
９
４
０
円
～
安
値

３
２
４
０
円
、
夏
緑
は

高
値
５
４
０
０
円
～
中

値
３
７
８
０
円
～
安
値

２
７
０
０
円
の
取
引
と
な
り

ま
し
た
。

　

葛
西
静
男
専
務
は
「
生
産

者
に
と
っ
て
、
大
玉
が
良
い

値
段
で
取
引
さ
れ
た
こ
と
は

今
後
の
励
み
と
な
り
ま
す
。

摘
果
を
徹
底
し
て
、
大
玉
生

産
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
30
分
よ
り
行
わ

れ
た
津
軽
り
ん
ご
市
場
の
開

市
に
は
買
参
人
約
１
０
０

人
、
生
産
者
約
２
５
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

三
和
登
山
囃
子
保
存
会
に

よ
る
登
山
囃
子
で
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
、
大
中
忠
社
長
に

よ
る
挨
拶
、
津
軽
り
ん
ご
市

場
曄
峰
会
西
塚
光
弘
会
長
の

音
頭
に
よ
る
手
締
め
、
津
軽

り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会
葛

西
直
人
会
長
に
よ
る
乾
杯
が

行
わ
れ
た
後
、
競
売
に
移
り

ま
し
た
。

　

上
場
さ
れ
た
１
２
５
９

箱
（
前
年
比
85
．
８
％
）

が
競
り
落
と
さ
れ
、
花
祝

は
高
値
１
０
８
０
０
円
～

中
値
７
７
７
６
円
～
安

値
５
４
０
０
円
、
祝
は
高

値
１
０
８
０
０
円
～
中

値
５
６
１
６
円
～
安
値

２
７
０
０
円
、
夏
緑
は

高
値
４
３
２
０
円
～
中

値
３
４
５
６
円
～
安
値

２
４
８
４
円
の
取
引
と
な
り

ま
し
た
。

　

石
戸
谷
繁
副
社
長
は
「
大

玉
を
中
心
に
堅
調
に
取
引
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
本

格
出
荷
に
向
け
、
し
っ
か
り

と
味
が
の
っ
た
、
大
玉
な
り

ん
ご
の
出
荷
に
期
待
し
て
い

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
玉
中
心
に
堅
調
な
取
引

堅調な滑り出しとなった 29 年産りんご開市

「栗こ南瓜」の収穫を行う佐々木さん

　

当
社
推
奨
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
つ
が
り
あ
ん
の

「
栗
こ
南
瓜
」
は
、
ホ
ク

ホ
ク
と
し
た
栗
の
よ
う
な

食
感
と
、
優
し
い
甘
さ
が

特
徴
の
南
瓜
で
す
。

　

つ
が
る
市
牛
潟
町
の

佐
々
木
忠
延（
た
だ
の
ぶ
）

さ
ん
は
50
㌃
の
園
地
で

「
栗
こ
南
瓜
」
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
８
月
６
日
に

収
穫
が
始
ま
り
、風
乾（
乾

燥
）
を
経
て
８
月
10
日
、

市
場
に
初
出
荷
さ
れ
ま
し

た
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
着

果
期
の
低
温
の
影
響
で
平

年
よ
り
多
少
小
玉
傾
向
で

す
が
、
今
年
も
食
味
良
く

仕
上
が
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
栗
こ
南
瓜
」
は
9
月

下
旬
ま
で
販
売
が
続
き
ま

す
。
津
軽
の
風
土
が
育
ん

だ
旬
の
味
を
是
非
と
も
お

召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
栽
培
者
も
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
初

め
て
の
方
で
も
栽
培
か
ら

販
売
ま
で
指
導
い
た
し
ま

す
の
で
、
興
味
を
お
持

ち
の
方
は
そ
菜
部
（
電

話
：
０
１
７
２
―
27
―

５
５
１
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
食
材
レ
シ
ピ

栗
こ
南
瓜
の

ゴ
ロ
ゴ
ロ
サ
ラ
ダ

栗
こ
南
瓜
・
・
・
３
０
０
ｇ

玉
ね
ぎ
・
・
・
½
個
（
１
０
０
ｇ
）

ツ
ナ
缶
・
・
・
½
缶
（
40
ｇ
）

（
Ａ
）

粒
マ
ス
タ
ー
ド
・
・
大
さ
じ
1

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
・
・
大
さ
じ
1

ヨ
ー
グ
ル
ト
・
・
・
大
さ
じ
½

塩
・
コ
シ
ョ
ウ
・
・
少
々

材
　
料

作
り
方

①
栗
こ
南
瓜
は
皮
つ
き
の
ま
ま
大

き
め
に
カ
ッ
ト
し
、
耐
熱
容
器
に

入
れ
て
ラ
ッ
プ
を
し
て
電
子
レ
ン

ジ
に
入
れ
、
５
０
０
Ｗ
で
約
5
分

加
熱
し
ま
す
。
ホ
ク
ホ
ク
し
て
い

る
間
に
ス
プ
ー
ン
で
皮
を
外
し
、

１
㎝
角
に
カ
ッ
ト
し
て
ボ
ウ
ル
に

入
れ
ま
す
。

②
玉
ね
ぎ
は
ス
ラ
イ
サ
ー
に
か
け

て
薄
切
り
に
し
、
水
に
約
１
分
ほ

ど
さ
ら
し
て
水
気
を
切
り
ま
す
。

別
容
器
に
（
Ａ
）
を
入
れ
て
混
ぜ

て
お
き
ま
す
。

③
①
に
水
気
を
切
っ
た
ツ
ナ
缶
と

②
を
混
ぜ
て
で
き
あ
が
り
。

短期アルバイト
臨時職員

売
れ
っ
こ
メ
ー
ル
で
売
立
て
配
信
中

　

売
れ
っ
こ
メ
ー
ル
は
、
生
産
者
の
皆
様
が
弘
果
へ
出
荷
し

て
い
た
だ
い
た
商
品
の
売
立
て
を
、
そ
の
日
の
内
に
メ
ー
ル

で
ご
本
人
の
携
帯
電
話
等
へ
自
動
的
に
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
携
帯
電
話
等
を
ご
持

参
の
う
え
、
精
算
所
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
伝
票
番
号
を
確
認
い
た

し
ま
す
の
で
、お
手
元
に
必
ず
荷
受
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。



ひ ろ か だ よ り （2）

外
川
　
裕
也
さ
ん
（
24
）

ゆ

う

や

農作業中の万が一の事故を
　　　しっかりサポートする

詳しいお問い合わせは

【特徴１】園地以外での農作
業中の事故も補償致します。
【特徴２】作業期間に合わせ
て短期間でムダのない補償
内容です。
【特徴３】事業主様とその家
族に加え、臨時雇用の方ま
で幅広く補償致します。

電　話０１７２（29）３３５３
ＦＡＸ０１７２（27）３４１１　

【
期
間
】
９
月
１
日
～
11
月
30
日

【
時
間
】
午
前
11
時
～
午
後
６
時

【
休
み
】
休
市
日
の
前
日

◆
大
鰐
集
荷
場
（
蔵
館
※
国
道
７
号
線
沿
い
・
北
伸
工
機
隣
）

　
【
電　

話
】
０
８
０
―
３
１
４
９
―
３
６
５
７

◆
目
屋
集
荷
場
（
中
野
※
山
福
ア
ッ
プ
ル
敷
地
内
）

　
【
電　

話
】
０
１
７
２
―
86
―
３
０
３
１

◆
岩
木
集
荷
場
（
熊
嶋
※
小
山
内
タ
イ
ヤ
商
会
隣
）

　
【
電　

話
】
０
９
０
―
１
３
９
８
―
１
４
１
５

◆
鬼
沢
集
荷
場（
鬼
沢
※（
株
）丹
藤
鬼
沢
SS
・
北
部
配
送
所
隣
）

　
【
電　

話
】
０
９
０
―
２
９
８
８
―
２
８
５
５

◆
浪
岡
集
荷
場
（
女
鹿
沢
小
学
校
前
）

　
【
電　

話
】
０
８
０
―
１
８
３
３
―
１
４
６
１

◆
小
沢
集
荷
場
（
小
沢
※
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
沿
い
）

　
【
電　

話
】
０
９
０
―
７
５
２
９
―
３
７
３
６

◆
平
賀
集
荷
場
（
ホ
ー
マ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
デ
ポ
平
賀
店
向
か
い
）

　
【
電　

話
】
０
８
０
―
５
２
２
４
―
７
６
８
４

◆
十
面
沢
集
荷
場
（
旧
修
斉
小
学
校
跡
地
）

　
【
電　

話
】
０
８
０
―
４
４
１
１
―
８
７
５
９

り
ん
ご
集
荷
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

傷 害 保 険

【
期
間
】
９
月
１
日
～
11
月
20
日
頃

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
休
み
】
休
市
日
の
前
日

◆
五
所
川
原
集
荷
場
（
福
山
※
北
都
観
光
本
社
倉
庫
そ
ば
）

　
【
電　

話
】
０
１
７
３
―
29
―
３
３
４
３

◆
鶴
田
集
荷
場
（
廻
堰
※
水
元
保
育
園
そ
ば
）

　
【
電　

話
】
０
８
０
―
５
７
４
４
―
５
０
５
０

　
家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け

努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】

両
親
と
の
３
人
家
族

【
住
所
】　

平
川
市
広
船

【
作
付
状
況
】

り
ん
ご
２
．
３
㌶　

桃
60
㌃

【
就
農
年
】
２
０
１
３
年

【
き
っ
か
け
】
常
に
「
り
ん

ご
」
が
身
近
に
あ
る
環
境
で

育
ち
、
家
業
を
手
伝
う
こ
と

は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
後
、

建
設
関
係
の
会
社
に
就
職
し

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
手
伝

い
を
続
け
て
い
た
り
ん
ご
栽

培
に
興
味
が
湧
き
、
職
業
と

し
て
の
「
農
業
」
に
つ
い
て

考
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
積
極
的
に
情
報
等

を
収
集
し
、
自
身
で
考
え
抜

い
た
末
、「
農
業
」
を
一
生

の
仕
事
と
す
る
（
ち
ょ
っ
と

大
げ
さ
で
す
が
・
・
・
）
こ

と
を
決
め
、就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
就
農
し
た
年
か
ら

桃
の
栽
培
も
始
め
ま
し
た
。

り
ん
ご
、
桃
と
も
に
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
良
い
物
を
収
穫

出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
高
品
質
な
作

物
を
生
産
す
る
こ
と
が
「
農

業
」
の
未
来
に
繋
が
る
と
考

え
ま
す
。
そ
の
為
に
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
技
術
の
良
さ

を
活
か
し
、
且
つ
新
し
い
こ

と
を
取
り
入
れ
る
等
、
栽
培

し
て
い
る
品
目
の
「
質
」
を

も
っ
と
高
め
て
い
き
た
い
で

す
。

【
座
右
の
銘
】「
一
意
専
心
」

（
い
ち
い
せ
ん
し
ん
）
ひ
た

す
ら
ひ
と
つ
の
事
に
心
を
集

中
す
る
こ
と
。
今
は
仕
事
に

集
中
し
て
い
ま
す
が
、
物
事

を
多
角
的
に
見
る
こ
と
も
必

要
な
の
で
、
視
野
を
広
く
持

と
う
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

「農」の「業」を継ぐ
 期待の後継者

わ

ざ

の

う

弘
　
果

津
軽
市
場

設
立
20
周
年
の
節
目
祝
う

弘
果
大
鰐
地
区
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

　

弘
果
大
鰐
地
区
り
ん
ご
連

絡
協
議
会
（
八
木
橋
孝
男
会

功績を讃え表彰された役員歴任者

呈
さ
れ
、
節
目
の
年
を
祝
い

ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
ヒ
ロ
カ
シ
ー 

ド
ル
E
i
k
o
g
a
の
販
売 

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
シ 

ー
ド
ル
は
、
弘
果
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
の
「
栄
黄
雅
」
の
み

を
使
用
し
て
お
り
、
酸
味
の 

効
い
た
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
後

味
が
特
徴
で
、
ア
ル
コ
ー
ル

度
数
は
5
％
の
ク
リ
ア
タ

イ
プ
で
す
。
こ
の
日
は
、
１

年
ほ
ど
前
か
ら
販
売
さ
れ

て
い
る
ヒ
ロ
カ
シ
ー
ド
ル

Ｄ
ｒ
ｙ
と
一
緒
に
記
者
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ヒ

ロ
カ
シ
ー
ド
ル
Ｄ
ｒ
ｙ
は

「
サ
ン
ふ
じ
」
と
「
栄
黄
雅
」 

を
ブ
レ
ン
ド
し
て
お
り
、

甘
さ
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

の
良
さ
が
特
徴
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
5
％
の
混
濁
タ
イ

プ
で
す
。
開
発
に
当
た
っ

た
弘
果
総
合
研
究
開
発
で

は
、
年
々
増
加
す
る
耕
作

放
棄
地
へ
の
歯
止
め
対
策

と
し
て
、「
耕
作
放
棄
地
に

（左）ヒロカシードルDry
（右）ヒロカシードル Eikoga

シ
ー
ド
ル
専

用
品
種
を

作
付
し
、
こ

れ
以
上
の
放

棄
地
増
加

を
食
い
止
め

る
」
こ
と
を

目
標
と
し
、

「
り
ん
ご
生

産
者
の
所

得
向
上
・
安
定
」
を
実
現
す

べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
、
販

売
は
弘
果
物
流
が
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ヒ
ロ
カ
シ
ー
ド
ル

E
i
k
o
g
a
5
0
0
ml
が 

1
4
0
4
円
、
ヒ
ロ
カ
シ
ー

ド
ル
Ｄ
ｒ
ｙ
7
5
0
ml
が

1
6
2
0
円
、
3
7
5
ml
が

8
9
6
円（
い
ず
れ
も
税
込
）

で
、
弘
果
物
流
店
頭
か
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
弘
果
フ

レ
ッ
シ
ュ
便
よ
り
お
買
い

求
め
頂
け
ま
す
。

長
）
創
立
20
周
年
を
記
念

し
て
７
月
25
日
、
大
鰐

町
の
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
鰐
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
」
に
於

い
て
、
会
員
、
関
係
者
約

１
０
０
名
が
出
席
し
、
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
弘
果
大
鰐
地

区
の
出
荷
組
合
で
構
成
さ

れ
、「
大
鰐
り
ん
ご
の
高

品
質
化
と
安
定
収
量
を
図

り
、
栽
培
農
家
の
所
得
向

上
に
努
め
る
」
こ
と
を
目

的
に
、
他
の
地
区
に
先
が

け
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
24
組
合
が
加
入
し

て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
八
木
橋
会
長

が
式
辞
を
述
べ
、そ
の
後
、

役
員
を
10
年
以
上
歴
任
さ

れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈

りんご豊作祈願

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
に
於

い
て
８
月
17
日
、
夏
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
る
第

21
回
仮
装
盆
踊
り
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
の
豊
作
を
願
い
、

地
域
の
交
流
を
深
め
る
目

的
で
１
９
９
７
年
か
ら
始

ま
っ
た
大
会
は
今
年
で
21

回
を
迎
え
、
豊
作
祈
願
祭

が
行
わ
れ
た
後
、
大
会
の

幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

特
設
会
場
に
は
約

３
３
０
０
名
の
観
客
が
集

ま
り
、
出
場
し
た
仮
装
部

門
39
組
、
踊
り
部
門
10
組
、

団体の部踊り大賞
「ひまわり」

個人の部仮装大賞
「弘果市場移転45周年ガール」

団体の部仮装大賞
「武則天」

第21回

仮 装 盆 踊 り 大 会

個
人
の
部
13
名
が
、「
ど

だ
れ
ば
ち
」
の
生
演
奏
に

合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
出
場
者
は
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
衣
装
を
身

に
ま
と
い
、
日
頃
か
ら
練

習
し
た
踊
り
や
合
間
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
等
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
団
体
の

部
仮
装
部
門
は
「
武
則

天
」、
踊
り
部
門
は
「
ひ

ま
わ
り
」、
個
人
の
部
は

「
弘
果
市
場
移
転
45
周
年

ガ
ー
ル
」
が
そ
れ
ぞ
れ
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。


